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研究課題名 新たな組織再生因子リジェネリンとしての の役割解明と再生医歯工学的応用CTGF

研究の概要等 ヒト軟骨細胞様細胞株よりクローニングした結合組織成長因子 肥大軟骨細胞特異/

。的遺伝子産物 は 遺伝子ファミリーに属するタンパク質である24(CTGF/Hcs24) CCN

我々は、この が生理的には内軟骨性骨化促進因子として機能していることをCTGF

明らかにしつつあるが、本研究では、この の骨格の成長発育における役割のCTGF

全容を解明すると共に、本因子が新たな組織再生因子リジェネリンとして機能して

いることを明らかにする。さらに、骨格に加え種々の組織の再生への応用の可能性

を分子細胞生物学的、遺伝子工学的、生体組織工学的手法を駆使して追求する。な

お、その過程で、 の多機能性と特徴的な４つのドメイン構造との間の機能 構CTGF -

造連関を明らかにする。また、 が産生・分泌されてから作用発現に至るまでCTGF

の組織再生の 場 における作用機構の分子基盤を解明し、再生医歯工学的応用へ“ ”

と結びつける。 を含む 遺伝子ファミリーの研究は、最近、俄に注目を集CTGF CCN

めているが、本研究グループはその代表者が の第一号会員International CCN Society

の栄に浴するなどこの分野で先駆的な役割を果たしている。
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